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第 I部は.プログラミングにおける人間の作業活動方法に関する面から，複数画面を持つプログラミ
ング環境についての考察を行なったものである。様々な情報の参照・比較・利用が プログラミング作
業の中で重要な役割を果たしている一方 計算機の通常の利用形態の下ではそれらを効率良く行なう乙
とは困難であった。そのような作業形態を有効に支援する環境として，物理的に広い作業空間を持ち，
ハードウェア， ソフトウェア両面からの支援を結合して，複数画面プログラミング環境 MDPS を検討・
開発した白
ハードウェア面に関しては，パスラインと複数画面との聞に強力な接続方法を採用することで，複数
画面を制御するための十分強力な機能を持つ装置を作成できる乙とを示した白
ソフトウェア面に関しては，テキスト，ページという簡潔な概念に基づく画面制御のための種々の支
援機能を示した。例えば，テキストの作成・削除，ページの移動・積み重ね表示・消去，履歴テキスト
の管理，がある白そしてそれらが.いくつかの基本的なコマンドにより，複数画面環境の下で容易に利
用される乙とができることを MDPS 下での典型的なプログラミング作業形態について述べながら，
示した。 MDPS の種々のソフトウェアは変更・改良に十分耐えられる構造を持つように作成されてお
り，そのための手法についても示した白
また. MDPS 内に用意されている種々のツールプログラムについて述べた。画面エディタ MDED
では，複数画面環境であることを活用することで 系統的で簡潔なコマンド体系により強力な機能が得
られること， f也の通常のエディタの場合にはシステムのバッファ内に隠されているような情報をも参照
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しながら作業を進められること，等を示した。更に.言語の構文に関する知識を持つ言語指向型エディ
タ LOE を，様々な言語，様々な環境に対して容易に作成することを支援するシステム LOEG につい
て考察した。 LOEG はコンパイラ作成システムに類似し 属性文法の概念を用いて実現されている白
LOEG を利用して Pascal ， Algo160 等の LOE が容易に作成され得た乙とを示し，複数画面環境
向き Pascal LOE の動作伊l等についても述べた。
MDPS 環境下での作業形態を調べる実験を行ない，得られたデータを用いていくつかの観点から.
MDPS の使昂形態を論じ検討を行なった白その結果，複数画面環境 MDPS については，更に改善さ
れるべき点がいくつか指摘されたものの，その有効性が示された。
第 E 部は，既存言語の記述万式の改善に関する考察を行なったものである。望まれる言語機能を少な
い労力によって得るために.既存言語を拡張するための代表的な 3 つの方法について，導入される機能
とそれに適した実現手法を考察した。
ます， Fortran への構造的記述方式の導入に関しては. 1 入口 1 出口の構造的な制御構造や.直積
形式のデータ構造を含む様々な構造的記述方式が，プリプロセッサ万式によって容易に実現されること
を示した。プリプロセスによる実行効率の低下は僅かであり また，プリプロセッサを自分自身の拡張
された Fortran 言語で記述することによって，高い実用性と高い移植性が得られることを，多くの
移植実績を持つ Westran 言語を例として示した白
次i乙， Pascal への抽象的記述方式の導入に関しては，モジューjレ構造や抽象データ型のようにプロ
グラミング方法論上の諸概念が，処理系を一部変更することによって容易に実現できることを示した。
変更される部分は，主として処理系の中にある名前の有効範囲規則を実現している部分に限られている白
実際の応用例として 2 種類の Pascal 処理系に対してなされた，抽象的記述万式のための支援機能の追
加とその実現方法について述べ，乙乙で述べた実現手法の有効性を示した。
第 3 の特定知識の非手続き的記述方式の導入に関しては，知識の非手続き的記述が，既存言語へ変換
し得る新言語を設計しそのトランスレータを開発する乙とにより，比較的容易に可能となる乙とを，人
間の持つ局所的碁局面に対する「手筋」と呼ばれるようなパターン知識を例として示した白そのための
言語 Gopal によるパターン知識の自然な表現に近い記述の有効性を，いくつかの記述例と実行結果を
示すことで明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文はプログラム作成を支援するシステムを.ハードウェア及びソフトウェア両面より工学的に研究
究した結果をまとめたものである白第 1 部では 4 台のディスプレイを一つに統合した 高機能端末として
働く複数画面システムを開発するとともに，その使用経験に基づく評価を行っている。通常の机上作業が
様々な情報の参照，比較，更新などが中心で、あることに着目し.それらを計算機環境下で，できるだけ自
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然iと実現している。テキストやページという簡潔な概念や言語指向型エディタの汎用化機能も実現され
ている白第 2 部では，既存の言語の存在価値を認めた上で，プログラミング方法論における新しい概念
を実現する手法を提桑し，実際の処理系に導入してその有効性を示している白とくに Fortran におけ
る構造的記述能力や Pasca1 における抽象的記述能力の実現などは，プログラミング技術における現実
的要請に応えるものである。
以上，これらの研究成果は，数多くの技術の提案とその実現可能性を示すのみならず，今後のソフト
ウェア工学の発展に寄与するところが大であり 本論文は博士論文として価値あるものと認める白
??? ?
